１年後期　生物科学Ⅱ(未履修クラス)　 第３回2012.10.16「進化論の歴史」

◆スライド１　進化論の歴史
　・リンネ：二名法(属名＋種名、ラテン語)、進化の発想はなかった
　・宗教的生命観：生物は進化しない

◆スライド２　ラマルク
　・「進化」を考えた最初の人(博物学者)
　　　(１)前進的発達の法則：原始的→分化
(２)用不用の法則：ラマルク論の特徴
　　　(３)獲得形質遺伝の法則：経験から身につけた形質は無条件に遺伝する(ＤＮＡで説明する現在の生物学の常識から見ると間違い)

◆スライド３　ダーウィン
　・『種の起源』が超有名

◆スライド４　ガラパゴス諸島のダーウィンフィンチ
　・もともと南米大陸にいた鳥が、ガラパゴス諸島のそれぞれの島の環境に適応。１０数種類いる

◆スライド５　自然選択説
　※この説を唱えた時点ではダーウィンは遺伝のしくみやＤＮＡのことが分かっていたわけではないので、１００％正しいわけではない

◆スライド６・７　メンデルの法則
　・「種の起源」(1859)と同時代に発表(1866)されるが革新的すぎて無視され、30～40年後に「再発見」される
　・内容は前期の生物科学Ⅰでやったとおりです

◆スライド８　ド・フリースの実験
　・突然変異説：メンデル論のみでは、生物はもともとある形質しか持てないので進化できない。　※ただしオオマツヨイグサの変化は、実は突然変異ではない

◆スライド９　サットン・モーガン・マラー
　特記なし

◆スライド１０　ハーディ＝ワインベルグの法則
　・この法則は「平衡状態にある」(常に一定の割合で存在する)ための条件を示しているが、この条件を完全にみたす自然生物集団はあり得ないので、逆に自然生物集団の遺伝子頻度は変動するとわかる。

◆スライド１１　集団遺伝学・進化の総合説
　・メンデル集団：遺伝子を共有する集団。互いに交雑する。
　・進化の総合説：獲得形質を除くと定義したところが新しい。

◆スライド１２　ガの工業暗化
　・進化の総合説で説明できるものの例。
　・工業化によって黒くなった木や壁では、黒色個体は見つかりにくいが、白色個体は目立つため、鳥に見つけられやすくなりくわれて減る。

◆スライド１３　グリフィスとエイブリー
◆スライド１４　ＤＮＡ二重らせん構造
　・ここは前期の生物科学Ⅰでやったので特記はありません。

◆スライド１５　ズッカーキャンドルとポーリング
　・ヘモグロビンの分子時計：共通して持つヘモグロビンタンパクのアミノ酸配列の違いの数を調べたもの
　　→分子進化速度の一定性(自然選択説の否定)

◆スライド１６　木村資生
[bookmark: _GoBack]　・分子進化の中立説：突然変異の偶然的浮動が進化の主要因(自然選択説の否定)
　　　　　　　　　　　ある形質がたまたま集団の中で固定される
　　→遺伝的浮動
